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研究成果の概要（和文）：ソ連記号論の代表者ユーリー・ロトマンの理論とその影響について、

後期ソ連～現代ロシアの社会・文化状況との関わりをとおして検討した。ロシアでは伝統的に、

現実の言語的表象が現実以上に重視され、ソ連においてこの傾向が頂点に達したとされる。ロ

シア文化のこうした「言語中心主義」的側面を、ロシアの現代思想がどのように分析・批判し

てきたかを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, I analyzed the theory and influence of Yury Lotman, 

the leader of Soviet semiotics, in context of Late Soviet and contemporary Russian society 

and culture. It is said that in Russia the linguistic representation of reality has been 

regarded more important than reality itself, and the Soviet era saw the peak of this 

tradition. I clarified how this “language centrism” of Russian culture had been argued by 

contemporary Russian critics. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) ペレストロイカ以降、ロシア・ソヴィエ
ト文化史の見直しが進むなかで、「言語中心
主義」「文学中心主義」がその特徴として指
摘されるようになった。ロシアでは伝統的に、
現実の言語的表象が現実以上に重視され、と
りわけソヴィエトの「社会主義リアリズム」
理論においては、公式イデオロギーの命じる
理想の現実像が、すでに存在する現実として

描かれるという転倒に達したとされる。 

 

(2) 後期ソ連の人文学では、西側に比して、
構造主義・記号論の勢力が長く保持された。
研究対象に言語的構造を見出す構造主義・記
号論は、ソヴィエトの「言語中心主義」と親
和性が高かったのだと考えられる。記号論は、
ペレストロイカ以降の「言語中心主義」批判
の基礎をなすと同時に、それ自体、「言語中
心主義」の体現であるとして、批判対象とも
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なった。 

 

(3) このように、ソ連記号論は、後期ソ連の
社会・文化と密接な関係があったと思われる
が、その関係が適切に論じられてきたとはい
えない。ソ連記号論に関する研究は、西側の
記号論・構造主義と比較しつつ、その理論的
可能性を分析する内在的アプローチと、ソ連
の社会状況における記号論グループの活動
に注目し、特にそのエリート主義的な非政治
的態度を批判する外在的アプローチとに分
裂している。ソ連記号論の理論的内容そのも
のを、外在的文脈との関わりから検討するこ
とが必要である。 

 

２．研究の目的 

 

(1) 言語的表象のリアリティに過剰な意義が
付与されるロシア・ソ連文化の「言語中心主
義」をソ連記号論の背景と捉え、ソ連記号論
の理論的内容と、後期ソ連の社会状況との関
わりを明らかにする。特に、記号論グループ
のリーダーであったユーリー・ロトマン
（1922-93）のテクストと、それがペレスト
ロイカ以降の文化批評に与えた影響を検討
する。 

 

(2) 記号論は、狭い意味での文化・芸術のみ
に関わるのではない。記号論の影響下に、ロ
シア・ソ連文化の「言語中心主義」を批判し
たペレストロイカ以降の文化批評は、ロシ
ア・ソ連文化が西側の文化とは異なる特殊な
ものだという前提に立っている。このような
ロシア特殊論は、ソ連崩壊後、共産主義のイ
デオロギーに代わって、民族主義的なアイデ
ンティティの力が増大したこととも関係し
ている。プーチン政権の成立以降、ロシア社
会の保守化が進むとともに、文化批評におけ
るロシア特殊論も、批判的なものから肯定的
なものへとトーンが変わっていく。ロトマン
とその影響を受けたテクストが、ロシア・ナ
ショナリズムとどのように関わっているか
を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 

(1) ロトマンの演劇的文化論とその影響の検
討。ロトマンは 1970年代から、ロシア・ロ
マン主義文化における「演劇性」について精
力的に論じた。ロマン主義の時代には、芸術
テクストが台本のごとく、人々の実人生にお
ける振舞いを規定した、というのである。記
号が現実を表象するのではなく、現実が記号
にしたがってつくられる、というこの「生の
構築」論は強い影響力をもち、ロマン主義に
とどまらず、ロシア史のさまざまな時代、と
りわけ革命運動に、同様の傾向を指摘する研

究が相次いだ。記号と現実の関係における記
号の先行性という着想は、近年の社会主義リ
アリズム研究にも引き継がれ、ソ連における
文化的記号は現実と遊離したシミュラーク
ルであった、というソ連＝ポストモダン論も
唱えられた。このように、「生の構築」現象
は、ロシア・ソ連史の全体に見出されるに至
り、現代のロシア人文学におけるロシア特殊
論とも結びついている。 

 

①ロトマンの演劇的文化論は、後期ソ連社会
の隠喩として解釈することができる。記号に
したがって人々の実人生が構築される社会
で、プーシキンやカラムジンといったロマン
主義文学者が、既存の記号にただ従属するの
ではなく、それを主体的に操作しようとした
さまをロトマンは描き出す。近年の後期ソ連
社会論を参照しつつ、ソ連社会に生きた知識
人の倫理として「生の構築」を理解すること
の妥当性を検討する。 

 

②「生の構築」論は、シミュラークルを中心
としたポストモダン論と、ロシア特殊論、さ
らにロシア・ナショナリズムとの結びつきを
導いた。1990年代に流行したロシア・ポス
トモダン論にロトマンが与えた影響と、その
保守化の経緯を分析する。 

 

(2) ロトマンの「ロシア＝二項的文化」論と
その影響の検討。芸術作品は、単一ではなく
複数の記号体系から構成される、とロトマン
は一貫して主張した。この議論は、ロトマン
の文化史観とも関連している。彼によれば、
ロシア文化史は、二つの記号体系の衝突の連
続であり、新しい体系が古い体系を駆逐する
ことのくりかえしであった。それに対して西
欧の文化史は、三つの体系の関係で成り立っ
ており、古い体系の記憶が新しい体系に残さ
れるという。ロトマンが B・ウスペンスキー
との共著論文で 1970年代から展開し、ロシ
アのナショナル・アイデンティティに明快な
図式を与えるものとして強い影響力をもっ
たこの見方の展開を、ロトマンとその後の文
化批評のテクストに検討する。 

 

４．研究成果 
 

(1) 「３」で挙げた 3 点についてそれぞれ、
論文を国内主要学術誌に発表した。これによ
って、日本では専門家のあいだでも断片的に
しか受容されてこなかった、記号論以降のロ
シアの文化批評について、一貫したパースペ
クティヴのもと理解する基礎を築くことが
できたと考えている。今後、これを発展させ、
後期ソ連以降のロシアの文化批評の流れに
ついて、まとまった成果を発表したい。また、
これらの論文を受けて、一般むけ図書にロト



 

 

マンに関する項目を執筆した。 
 
(2) 国際的な成果発表としては、ロトマンの
研究拠点であったエストニアのタルトゥ大
学で開催された、ロトマン生誕 90 年記念学
会に参加したほか、東京大学で開かれた国際
研究集会に、ロシア・ポストモダン批評の代
表者である M・リポヴェツキーを招き、ロシ
ア・ポストモダン論にロトマンが与えた影響
について発表した。 
 
(3) 本研究課題の文化・社会的背景となって
いる、「言語中心主義」とナショナリズムの
結びつきは、ポスト・ソヴィエトのロシアに
おける大きな問題である。本研究の成果を受
け、記号論や文化批評にとどまらず、現代ロ
シアの文化・社会の広範な現象を、同様の観
点から分析することを、今後の研究課題とし
たい。 
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